
●●● 江別市教育目標 ●●●

恵まれた自然と　いろどりのある歴史をもった

可能性あふれる　郷土「江別」に誇りをいだき

ひとりひとりが自己を充実させ

豊かな未来を築くために

１ ●  常に学習に励み　正しい判断力と　創造性に富む人

２ ●  自然をいつくしみ　文化を育てる　感性豊かな人

３ ●  心身を鍛え　明るく　たくましく生きる人

４ ●  健全な家庭と　豊かなまちづくりに　努力する人

５ ●  国際的視野に立ち　郷土の発展に　貢献する人

　21世紀の社会を展望し、心豊かでたくましく創造性あふれる「文教都市えべつ」をつくりあげていく

ために、江別市教育委員会では、下図の教育政策を柱として、新しい時代に対応した教育行政を推進し

ます。

　令和４年度において、江別市教育委員会が取り組む事業などを、この冊子を通じて皆様にお知らせし

ます。

取組の基本方針

０６－０２　子どもの教育の充実

（ １ ）　教育内容の充実

（ ２ ）　健康教育の充実

（ ３ ）　開かれた学校づくり

（ ４ ）　教育環境の充実

（ ５ ）　心のケアの充実

（ ６ ）　青少年健全育成活動の充実

０７－０１　生涯学習の充実

（ １ ）　社会教育関連施設の充実

（ ２ ）　生涯学習支援体制の推進

（ ３ ）　生涯学習機会の充実

０７－０２　ふるさと意識の醸成と地域文化の創造
（ １ ）　文化・芸術活動の育成・支援

（ ２ ）　文化・歴史遺産の保存と次世代への継承

０７－０３　市民スポーツ活動の充実

（ １ ）　スポーツ・レクリエーション機会の充実

（ ２ ）　スポーツ・レクリエーション活動の育成・支援

（ ３ ）　スポーツ・レクリエーション施設の充実

０8－０１　協働のまちづくりの推進 （ ６ ）　友好都市等との交流の推進

０8－０２　国際交流の推進 （ ２ ）　国際理解の推進

江別市の教育関係政策

※表中の番号は、「第6次江別市総合計画のまちづくり政策」におけるコード番号を示したものです。



江別市教育大綱
　基本理念　　　　　　　　　　　　　　

　基本方針

江別市教育委員会ロゴマーク

子どもの教育の充実

●教育内容の充実

　小中一貫教育推進事業　

　キャリア教育推進事業

　総合的な学習の時間等推進事業　　　　　　　　

　小中学校外国語教育支援事業　　　　　　　　　　　　　　

　GIGAスクール構想推進事業　　　　　　　　　　　　　　

　児童生徒用図書室事業　　　　　　　　　　　　

　社会人による教育活動等支援事業　　　　　　　

　小中学校学習サポート事業　　　　　　　　　　

　就学援助　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　特別支援教育就学奨励費　　　　　　　　　　　

　特別支援学級等の通学付添費　　　　　　　　　　　

　奨学金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　特別支援教育　　　　　　　　　　　　　　　　

　教育支援委員会　　　　　　　　　　　　　　　

　小規模特認校　　　　　　　　　　　　　　　　

　姉妹都市交流　　　　　　　　　　　　　　　  

　江別市教育研究所                            

　江別市教育研究会

●健康教育の充実

　江別市の学校給食

●開かれた学校づくり

　地域一体型・学校の顔づくり事業　　　　　　　

　学校選択制　　　　　　　　　　　　　　　　　

　えべつ型コミュニティ・スクール事業

　学校一斉公開

●教育環境の充実

　学校適正配置推進事業　　　　　　　　　　　　

　学校施設整備

●心のケアの充実

　問題行動対策事業　　　　　　　　　　　　　　 

　いじめ・不登校対策事業　　　　　　　　　　　 

　心の教室相談事業　　　　　　　　　　　　　　

　スクールカウンセラー事業　　　　　　　　　　

　スクールソーシャルワーカー事業

　医療的ケア児支援事業

●青少年健全育成活動の充実

　青少年キャンプ村事業

　はたちのつどい開催事業

　青少年文化賞顕彰事業

　江別市青少年のための市民会議

生涯学習の充実

●社会教育関連施設の充実

　社会教育施設整備

　情報図書館資料情報等提供事業

●生涯学習支援体制の推進

　生涯学習団体支援

　青少年ふれあい交流促進事業

●生涯学習機会の充実

　高齢者大学の開設

　えべつ市民カレッジ（四大学等連携生涯学習講座）

　地域体験活動事業

　家庭教育支援事業

ふるさと意識の醸成と地域文化の創造

●文化・芸術活動の育成・支援

　市民文化祭開催支援事業

　市民芸術祭開催支援事業

　子どもの文化活動育成事業（土曜広場）

　北海道林木育種場旧庁舎保存利活用推進事業

　文化振興奨励事業（芸術文化大会・コンクール出場奨励金）

　江別叢書の刊行

　助成制度の情報提供

　陶芸文化普及振興事業

　セラミックアートセンター企画展開催事業

●文化・歴史遺産の保存と次世代への継承

　郷土資料館運営事業等

　江別ガイドブックシリーズの販売

市民スポーツ活動の充実

●スポーツ・レクリエーション機会の充実

　スポーツ大会出場奨励金

　青少年スポーツ賞

　軽スポーツ出前事業

●スポーツ・レクリエーション活動の育成・支援

　江別市スポーツ協会補助金

　江別市スポーツ少年団補助金

　総合型地域スポーツクラブ

　スポーツ合宿誘致推進事業

●スポーツ・レクリエーション施設の充実

　学校体育施設開放事業

協働のまちづくりの推進

●友好都市等との交流の推進

　小中学生国内交流研修事業

国際交流の推進

●国際理解の推進

　中学生国際交流事業

　国際交流情報提供事業

　姉妹都市提携45周年記念事業

資料編

　教育長・教育委員の紹介

　各種審議会等

　教育予算の状況

　江別市立小中学校一覧

　児童生徒数の推移（市立小中学校）

　江別市立小中学校施設概要

　市内の市立以外の学校

　放課後児童クラブ・児童センター一覧

　社会教育施設

　江別市内の指定文化財・登録文化財

　スポーツ施設

　その他屋外施設

　スポーツ団体一覧（江別市スポーツ協会加盟団体）

　スポーツ施設年度別利用状況

　江別市教育のあゆみ

　教育委員会の主な仕事の内容と担当部署

　■教育関係施設配置図
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●●● 江別市教育大綱 ●●●

江別市教育大綱

未来のえべつを支える元気で情操豊かな子どもたちの育成

　子どもたちが多様で変化の激しい社会を生き抜いていく力を養成することに主眼をおき、個性を尊重しつつ確かな学力の定

着に努めます。また、安全で安心な教育環境の下で地域社会全体が連携し、次代を担う心身ともに健康な子どもたちを育てます。

心の豊かさを実感できる成熟した生涯学習のまち・えべつの実現

　市民が生涯にわたって、学習・文化活動・スポーツを気軽に行える場を提供し、市民が心身ともに健やかで充実した生活を

営めるようにします。また、長い歴史を持つれんが産業や文化・歴史遺産を通じて、市民のふるさと意識の醸成を図ります。

１ ．確かな学力を育成する教育の推進

●基礎・基本を重視し、確かな学力の定着を図る教育の推進　●社会の変化に適応し、生きる力を育む教育の推進　●特別支援教育の推進

２ ．豊かな心と健やかな体を育成する教育の推進

●規範意識や思いやりの心など豊かな心を育成する教育の推進　●健やかな体の成長を促す教育の推進

３ ．良好な教育環境の整備

●安全・安心の確保　●学習環境の充実

４ ．地域とともにある学校づくりの推進

●地域とともにある学校づくりの推進　●学校の組織運営体制の充実

５ ．地域全体で子どもを守り育てる体制づくり

●家庭の教育力の向上　●地域の教育力の向上　●子どもの可能性を引き出す教育の充実　●子どもの安全・安心な環境づくり

６ ．学びを支える生涯学習の推進

●生涯にわたって学ぶことのできる環境づくり　●市民が行う学習活動への支援　●連携・協働による生涯学習の推進

７ ．地域で育まれた多様な文化の再発見と創造

●文化・芸術活動の促進　●文化施設の利活用促進　●文化遺産の保存と活用

８ ．生涯スポーツの推進

●生涯各期におけるスポーツを「する」機会の提供と充実　●各領域におけるスポーツ活動の充実と関係機関・団体との連携

９ ．地域スポーツ活動の推進

●地域スポーツ活動の活性化促進　●地域に密着した総合型地域スポーツクラブの支援　●スポーツ・健康づくりの情報提供

●えべつ市民健康づくりプラン２１等と連携したスポーツや運動を通じた健康づくりの推進

１0．スポーツ環境の整備・充実

●スポーツ施設の計画的な整備と充実　●スポーツ施設の適正な管理運営

基本理念

基本方針
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大綱策定の趣旨等について

　教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の方針を示すものとして、平成２７年に策定し、終期

を迎えた令和元年に改訂いたしました。

　江別市では、「第 ６ 次江別市総合計画」のもとに、「江別市学校教育基本計画」、「江別市社会教育総合

計画」及び「江別市スポーツ推進計画」を策定しており、これら ３ 計画を合わせたものを、国が示す教

育振興基本計画に位置付けています。

　なお、大綱等の期間は下記のとおりです。

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R元 R2 R3 R4 R5

第６次江別市総合計画

江別市学校教育基本計画

第８期江別市社会教育総合計画

第５期江別市スポーツ推進計画

江別市教育大綱

第２期江別市学校教育基本計画

第９期江別市社会教育総合計画

第６期江別市スポーツ推進計画

江別市教育大綱

　　　　○第 ６ 次江別市総合計画　　　　　平成２６（２０１４）年度～令和 ５ （２０２３）年度

　　　　○第 ２ 期江別市学校教育基本計画　令和元（２０１９）年度～令和 ５ （２０２３）年度

　　　　○第 ９ 期江別市社会教育総合計画　令和元（２０１９）年度～令和 ５ （２０２３）年度

　　　　○第 ６ 期江別市スポーツ推進計画　令和元（２０１９）年度～令和 ５ （２０２３）年度

　江別市教育委員会の「教育・文化・スポーツ活動」等を、江別市内外に

積極的に発信するためのロゴマークとして、平成２９年 ３ 月に制定しました。

　ホームページへの掲載や発行物への印刷等に活用します。

江別市教育委員会ロゴマーク
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

子どもの教育の充実

【06‐02（1）】教育内容の充実

　江別市立小中学校では『目指す子ども像』を実現するための重要な政策の一つとして、令和 ４ 年度に

江別第二中学校区、令和 ５ 年度に市内全小中学校に「小中一貫教育」を導入します。小中一貫教育では、

各中学校区の実態・特色を踏まえた「中学校卒業時点の姿（中学校区の目指す子ども像）」を、学校・地域・

家庭が共有しながら義務教育 ９ 年間を通じて子ども達を育てます。

◇令和 ４ 年度予算額　　　２,７１９千円

◇実施内容

【江別市が目指す小中一貫教育】

　小学校と中学校が学習指導や生徒指導の課題や情報を共有し、義務教育の ９ 年間において以下の指導

を行うことで、各中学校区の『目指す子ども像』を実現する。

　①『一貫した指導』

　　学習規律や生活規律（スタンダード）を揃えた指導

　②『系統的な指導』

　　発達段階や実態を踏まえて作成した教育課程に基づく指導

　③『相乗的・補完的な指導』

　　中学校登校や乗り入れ指導、児童・生徒会交流活動、部活動体験

【期待される効果】

　各中学校区の『目指す子ども像』に向けて、義務教育 ９ 年間を同じ中学校区で過ごすことで、様々な

効果が期待されます。

・学習意欲の向上　　・自己肯定感の高揚　　　・地域への誇りや愛情の醸成

・社会性の育成　　　・中 １ ギャップの緩和　　・授業改善

【各中学校区進学のイメージ】

小中一貫教育推進事業
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　児童生徒一人ひとりが、目的意識を持って日々の学業生活に取り組み、将来の職業や生活を見通して、

社会のために自立的に生きるために必要な「生きる力」を身に付け、主体的に自己の進路を選択・決定

出来るなど、社会人・職業人として自立していくため、キャリア教育の一環として中学校の職業体験を

実施します。

◇令和 ４ 年度予算額　　　６２６千円

◇実施内容

　中学校 ２ 年生を対象に、 ９ ～１０月の間に連続する ２ 日間、事業所で職業体験を行います。（※令和 ２

～ ４ 年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止しました。）

◇実施校（令和元年度実績）

江別第一中学校１３４名／江別第二中学校９５名／江別第三中学校９０名／

野幌中学校１０９名／大麻中学校１３９名／大麻東中学校１０３名／江陽中学校７９名

キャリア教育推進事業（中学校の職業体験）

福
祉
関
係
・
幼
稚
園

あすかの森　認定こども園 愛保育園 あかしや保育園 わかば保育園

おおあさ認定こども園 デイサービスセンターわかくさ ふれあいの里華仙 デイサービスセンターのぞみ

特別養護老人ホーム誠志苑 デイサービスセンターほほえみ 夢あかり トーアいこいの杜もみの木

デイサービスセンター友愛野幌 静苑ホーム 友愛ナーシングホーム ゆめのみ保育園

デイサービスセンターあかしや 老健のっぽろ デイサービスセンターいきいき はるにれ居宅介護支援事業所

ひだまり大麻 葵の園江別 らいふてらす東野幌 小規模多機能ホームみのり丘

デイサービスセンターみのりの丘 認定こども園もりのひだまり 誠染保育園 江別盲人養護老人ホーム恵明園

認定こども園若葉幼稚園 江別大谷幼稚園 江別あかしや幼稚園 認定こども園元江別わかば幼稚園

上江別幼稚園 元野幌めぐみ幼稚園 のっぽろ幼稚園 大麻まんまるこども園

大麻ひかり幼稚園 大麻藤幼稚園 第２大麻こども園

そ
の
他
民
間
企
業
な
ど

DCMホーマック　市内２店舗 コープさっぽろ野幌店 スポーツクラブ　ブリック ホクレンショップ　市内３店舗

株式会社　パル・コーポレーション ツルハドラッグ　市内３店舗 ケーズデンキ江別店 マックスバリュ上江別店

市民会館レストラン　マキシド トンデンファーム 北海道銀行　市内２支店 日本郵便　野幌郵便局

びっくりドンキーファーム野幌店 産直生鮮市場　江別店 札幌学院大学生活協同組合 酪農学園大学生活協同組合

ラルズストア大麻駅前店 酪農学園大学附属図書館 北翔大学 札幌学院大学図書館

北海道情報大学 北海道埋蔵文化財センター 株式会社　Ｄｏ　コンパス 宮崎自動車工業

えべつ協働ねっとわーく サッポロドラッグストア江別一番町店 シナジーワークス 北海道労働金庫　江別支店

株式会社　マルナカ 株式会社　北翔 北海道電力　総合研究所 江別市スポーツ振興財団

江別振興公社 フードＤリスタ 青年センター 北海道立図書館

洋服の青山　江別店 石川組 Ambitious Farm（株） 江別管工事業協同組合

友愛記念病院 江別市内各小学校 江別市役所各部 江別市教育委員会

ジョイフルエーケー　大麻店 北洋銀行　江別中央支店

協力事業所一覧（令和元年度　敬称略・順不同）
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

　「総合的な学習の時間」では、各学校が創意工夫し、体験学習や問題解決学習など、これまでの教科

の枠を超えた幅広い学習活動に取り組み、子どもたちの「生きる力」の育成を目指します。

◦令和 4 年度予算額　　１１,8４７千円（小学校費　７,９５６千円　中学校費　３,8９１千円）

　小中学校の英語指導時に英語を母国語とする外国語指導助手を派遣することで、国際化に対する理解

と関心を深めるとともに、児童生徒のコミュニケーション能力を育成します。

◦令和 4 年度予算額　　　　　　３４,９５３千円

◦外国語指導助手配置人数　　　　　　１０人

◦対象校　　　　　　　　　市内全小中学校

　国のGIGAスクール構想に伴い、令和時代のスタンダードとして、児童生徒に 1 人 1 台端末を整備す

ることで個別最適化された、創造性を育む学びの実現を目指します。

◦令和 4 年度予算額　　２０２,０６8千円

　「総合的な学習の時間」における「調べ学習」等、学校図書の充実がより必要となるので、計画的に

図書及び書架等の整備を進めます。また、児童生徒が読書に親しみ、より豊かな表現力・想像力を培う

ことができるよう学校図書館の環境改善を平成１４年度から実施しています。

◦令和 4 年度予算額　　１１,8６8千円（小学校費　７,７8７千円　中学校費　４,０8１千円）

　文化・芸術など多岐にわたる分野の中から、幅広い専門的知識等を有する社会人を募り、各教科の授

業の中で講師として活用し、実践的かつより質の高い授業を行うことで、児童生徒の学習意欲や興味等

の向上、将来設計意識や職業観等の育成を図ります。

◦令和 4 年度予算額　　５６０千円

総合的な学習の時間等推進事業

小中学校外国語教育支援事業

GIGAスクール構想推進事業

児童生徒用図書室事業

社会人による教育活動等支援事業

R.4  EBETSUSHI-NO-KYOIKU 5



　経済的理由によって、就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して、その就学に必要な援助を行

います。

就学援助

区　　　　　分 小学校 中学校 支　　　給　　　内　　　容

新入学児童生徒

学 用 品 費 等

₁年
円

５４,０６０

円

６０,０００

小学校又は中学校に入学する者が通常必要とする
学用品及び通学用品に係わる経費（小学 ６ 年生に
ついては、中学校入学に係る学用品費等を入学前
に支給）₆年 ６０,０００

学 用 品 費

通 学 用 品 費

校 外 活 動 費

₁年 １３,２３０ ２５,０４０
各教科及び特別活動の学習に必要とされる学用品

（実験、実習教材費を含む）、通学用靴、雨傘等の
通学用品に係わる経費及び宿泊を伴わない校外活
動に参加するために必要な交通費及び見学料（年
₂回分割支給）

₂年

１５,５００

２７,３１０
₃年

₄年

₅年

₆年

P T A 会 費 １,６００ ２,０００
PTA会費として負担する経費（同一世帯内の児童
生徒においては学校ごとに１人分を支給）

生 徒 会 費 １,０００ 生徒会費として負担する経費

体育実技用具費
スキー ※ ３２,４9３ ※ ４２,9４４

体育授業の参加に必要な体育実技用具
柔道着 ※ ４,５００

宿 泊 校 外 活 動 費
３,６9０

上限

６,２１０

　　上限

学校行事として宿泊を伴う校外活動（学校内での
宿泊を除く）に参加するために必要な交通費及び
見学料

通 学 費
※

４8,88０

※

２8,１１５

最も経済的な通常の経路と方法により通学する場
合の交通費（片道の通学距離が小学校₄kｍ以上、
中学校₆kｍ以上・年₂回支給）

修 学 旅 行 費
２２,６9０

　　　上限

６０,9１０

　　上限

小学校及び中学校で、それぞれ₁回参加する修学
旅行に直接必要な交通費、宿泊費、見学料などの
経費

学 校 給 食 費
※

５２,７8５

※

６１,５７１
学校給食に要する食費の全額

医 療 費
※

8,５５５

※

9,9２9

伝染病又は学習に障害を生ずるおそれのある疾病
（学校病）にかかり、学校から治療の指示を受け
たとき、その疾病のための医療に要する費用。
学校病とは、トラコ－マ及び結膜炎、白せん、疥
せん及び膿痂疹、中耳炎、慢性鼻腔炎及びアデノ
イド、う歯、寄生虫（虫卵保有を含む）をいう。

援助費の内訳（令和4年度、ただし※は令和3年度実績の1件当たり平均支給額）

区分 年度 平成２９年度 平成３0年度 令和元年度 令和 ２ 年度 令和 ３ 年度

小学校
実 施 人 員 １,１６9 １,０６２ １,０２３ 9４０ 8７５

決 算 額 １１６,７２9 １０４,７６５ 9５,8３３ 9２,７8６ 9１,００３

中学校
実 施 人 員 ６１３ ５６０ ５４１ ５３１ ４99

決 算 額 ７５,8３７ ６６,７9３ ５9,６７０ ５9,１０9 ６１,０７２

計
実 施 人 員 １,７8２ １,６２２ １,５６４ １,４７１ １,３７４

決 算 額 １9２,５６６ １７１,５５8 １５５,５０３ １５１,89５ １５２,０７５

就学援助の状況（過去5ヶ年の推移） （単位：人・千円）

　児童生徒の学力向上を図ることを目的に、市立小中学校に退職教員などの学習サポート教員を派遣し、

ティーム・ティーチングや放課後の補充的学習による学習支援活動を実施しています。児童生徒一人ひ

とりの理解度に応じて指導することで学習意欲が向上し、確かな学力の定着を図ります。

◦令和 4 年度予算額　　９,３６４千円

小中学校学習サポート事業
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

区　　　　　分 小学校 中学校

新入学児童生徒

学 用 品 　 ・

通学用品購入費

₁年
円

２５,５５５

円

２8,99０

学用品・通学用品購入費 ５,8２０ １１,３７０

体育実技用具費

スキー １３,２５５ １9,０１５

柔道 ３,8２５

剣道 ２６,４５５

校 外 活 動 等 参 加 費

（ 宿 泊 を 伴 う ）
１,8４５ ３,１０５

校 外 活 動 等 参 加 費

（ 宿 泊 を 伴 わ な い ）
8００ １,１５５

通 学 費
※

６,8７３

※

１8,２３２

修 学 旅 行 費 １０,７9０ ２8,8６０

学 校 給 食 費
※

２５,9０３

※

３１,７５9

奨励費の内訳（令和4年度上限額、ただし※は令和3年度の1件あたりの平均支給額）

　小学校及び中学校の特別支援学級に在籍し、就学援助の対象とならない児童生徒の保護者の経済的負

担を軽減するための援助を行うことにより、特別支援教育の振興を図ります。

特別支援教育就学奨励費

区分 年度 平成２９年度 平成３0年度 令和元年度 令和 ２ 年度 令和 ３ 年度

小学校
実 施 人 員 １６０ １６8 １89 １89 ２２０

決 算 額 ３,２４７ ３,６２8 ４,０２３ ５,２8６ ５,７７8

中学校
実 施 人 員 ４8 ３３ ３１ ３２ ５１

決 算 額 ２,２9２ ２,０６５ １,9０５ ２,２8１ ３,２４４

計
実 施 人 員 ２０8 ２０１ ２２０ ２２１ ２７１

決 算 額 ５,５３9 ５,６9３ ５,9２8 ７,５６７ 9,０２２

特別支援教育就学奨励費の状況（過去5ヶ年の推移） （単位：人・千円）
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　小学校及び中学校の特別支援学級等に通学する児童生徒の保護者に対して、通学の付添に必要な交通

費を援助します。

◦１人当たり平均支給額　　１４,４１９円（令和 3 年度実績）

特別支援学級等の通学付添費

区分 年度 平成２９年度 平成３0年度 令和元年度 令和 ２ 年度 令和 ３ 年度

実 施 人 員 人 ５７ ６３ ６６ ７１ 8０

決 算 額 千円 １,０６７ ７9１ ７４１ 8５9 １,１５３

特別支援学級等の通学付添費援助の状況 （単位：人・千円）
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

年度

学校
昭４１ ４２～４６ ４７～４８ ４９～５２ ５３～６１ ６２～平元 平₂～１５ １６～

公 立
１,０００ ２,０００ ３,０００ ５,０００

５,０００ ７,０００ 8,０００ 8,０００

私 立 8,０００ １２,０００ １５,０００ １8,０００

奨学金貸与月額の推移 （単位：円）

年度

項目
２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３0 元 ２ ３

新 規 選 定 者 数 8 ６ ６ ３ ６ ３ ３ ２ １ ２

償 還 終 了 者 数 ２ １５ ７ ７ １４ ６ ６ ３ ３ １１

新規選定者数及び償還者の状況（過去10ヶ年の推移） （単位：人）

内訳

年度

申　　　請　　　者 選　　　定　　　者

公私立別

計

学　年　別 公私立別

計

学　年　別

公
立

私
立

１
年

２
年

３
年

４
年

公
立

私
立

１
年

２
年

３
年

４
年

２４ １０ ７ １７ 8 ６ ３ ０ 8 ７ １５ ６ ６ ３ ０

２５ １１ ３ １４ ５ ６ ３ ０ １１ ３ １４ ５ ６ ３ ０

２６ 9 ３ １２ ３ ４ ５ ０ 9 ２ １１ ２ ４ ５ ０

２７ ６ ３ 9 ２ ２ ５ ０ ６ ３ 9 ２ ２ ５ ０

２８ ３ 8 １１ ４ ４ ３ ０ ２ ７ 9 ３ ４ ２ ０

２９ ２ 8 １０ ２ ４ ４ ０ ２ 8 １０ ２ ４ ４ ０

３0 ３ ６ 9 ３ ２ ４ ０ ３ ６ 9 ３ ２ ４ ０

元 ２ ５ ７ １ ３ ３ ０ ２ ５ ７ １ ３ ３ ０

2 ０ ３ ３ ０ １ ２ ０ ０ ３ ３ ０ １ ２ ０

3 １ ２ ３ １ １ １ ０ １ ２ ３ １ １ １ ０

奨学資金申請者及び選定者数の状況（過去10ヶ年の推移） （単位：人）

　高等学校の就学能力があるにもかかわらず、経済的理由により就学困難な高等学校生徒に対し、その

修学に必要な資金の一部を貸与し、等しくその能力に応じた教育を受ける機会を与えることを目的に実

施しています。

制度の概要

　（₁）貸与月額（令和 4 年度）

　　　　　 公立高等学校　　　 8,０００円

　　　　　 私立高等学校　　　１8,０００円

　（₂）貸与開始

　　　　　 昭和４１年度

　（₃）貸与総額（令和 4 年₃月３１日）

　　　　　 ９７,３７３,０００円

　（₄）償還総額（令和 4 年₃月３１日）

　　　　　 8３,３8５,５００円

奨学金
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　特別支援教育とは、発達障がい等も含めて障がいのある児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し

て、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善または克服するために、適切な教育や指導を通じ

て必要な支援を行うものです。

　江別市では、教育委員会に特別支援教育コーディネーターを１名配置し、学校や関係機関と連携しな

がら、小中学校の教育支援体制の整備、指導方法の工夫改善のための研修会実施など特別支援教育の推

進に取り組みます。

◦令和 4 年度予算額　　１０１,３６６千円

　また、江別市では、次の特別支援学級等を開設しています。

①知的

　 　学級においては、各教科の目標のほかに、健康な体づくり、基本的生活習慣の形成、社会生活に必

要な言語の理解や表現等の指導、対人関係や集団参加を円滑に行わせるための指導、さらには職業生

活・家庭生活に必要な知識・技能等を身につけさせるための指導等を行うほか、通常学級の児童生徒

と活動を共にする機会を設けるよう配慮しています。

②自閉症・情緒

　 　学級においては、各教科の目標のほかに、日常の生活習慣を身につけさせること、感覚機能や運動

機能の調和的発達を図ること、生活意欲を高めること等を目標にし、障がいの内容や程度に応じて、

個別指導、小集団指導等の工夫をしています。

③肢体不自由

　 　学級においては、各教科の目標のほかに、運動機能や認知機能等の向上を目指した指導を行ってい

ます。また、教材・教具の開発に個人差を考慮するとともに、通常学級の児童生徒との交流を通して

社会性や集団への参加能力を高めるよう留意しています。

④病弱身体虚弱

　 　病弱・身体虚弱児とは、一般に病気が長期にわたり、または長期にわたる見込みの者で、その間医

療または生活規制を必要とする児童生徒のことです。

　 　各教科の指導にあたっては、健康回復を図るための指導を行い、内容を精選するほか、特に身体活

動を伴う学習については、指導方法を工夫するなど様々な配慮を行っています。

⑤弱視

　 　学級においては、感覚機能や認知機能、運動機能等の発達を図ること、また、通常学級の児童生徒

との交流を通して、社会性や集団への参加能力を高めるよう留意しています。

⑥通級指導教室

　 　通常の学級に在籍している児童に対して、各教科等の指導は通常の学級で行いつつ、言語障がいや

発達障がいなど特性に応じた指導を特別の場で行っています。

特別支援教育
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

　江別市では、適切な就学支援等を行うため医師・学識経験者・教育職員・児童福祉施設の職員・関係

行政機関の職員からなる教育支援委員会を設置しています。教育支援委員会の主な審議内容は、心身の

障がいの種類・程度等に関する調査及び就学に係る教育的支援に関する事案となります。

就学年

区分
平成２９年度 平成３0年度 令和元年度 令和 ２ 年度 令和 ３ 年度 令和 ４ 年度

新 入 学 児 童 生 徒 ６７ 9２ 9４ １０１ １３０ １２４

在 校 生
小 学 校 ５３ 8５ ７３ ６５ 8０ １１１

中 学 校 ２ ３ ３ ３ ３ ４

合 計 １２２ １8０ １７０ １６9 ２１３ ２３9

教育支援委員会における就学状況

（１）教育支援委員会の審議ケース  （単位：人）

就学年

区分
平成２９年度 平成３0年度 令和元年度 令和 ２ 年度 令和 ３ 年度 令和 ４ 年度

盲 学 校 ０ ０ １ ０ ０ ０

聾 学 校 １ １ ０ ０ ０ １

養 護 学 校 ３ ４ ５ ３ ７ ４

特

別

支

援

学

級

知 的 ２６ ３３ ３５ ２9 ３３ ４４

自 閉 症・ 情 緒 １５ ２8 ３４ ４9 ６２ ４６

肢 体 ４ ２ １ １ １ １

弱 視 １ ３ ０ ０ ０ １

難 聴 ０ １ ０ １ １ ０

病 弱 ２ １ ５ ２ ３ ４

通 級 指 導 教 室 ４8 ７３ ５７ ３9 ６１ 8４

通 常 学 級 ２１ ３０ ２9 ４５ ４１ ５２

経 過 観 察 １ ４ ３ ０ ４ ２

合 計 １２２ １8０ １７０ １６9 ２１３ ２３9

（２）上記の就学状況等  （単位：人）

教育支援委員会
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令和4年度　特別支援学級設置状況一覧（令和4年５月１日現在） （単位：人）

NO.
区分

学校名
障がい
区　分

設　置
年　月

学級数
児　童
生徒数

学　年　別　内　訳
教員数

介　助
員　数１ ２ ３ ４ ５ ６

１ 江 別 第 一 小 学 校
知　的 H２8.４ １ ４ ３ １

６ ２自・情 H２8.４ ２ １１ ２ １ ２ ４ １ １
病　弱 H３１.４ １ １ １

２ 江 別 第 二 小 学 校
知　的 H２１.４ ２ １３ ２ ２ ２ ２ ３ ２

8 ３自・情 H２０.４ ２ １２ １ ５ １ ２ １ ２
病　弱 H３１.４ １ １ １

３ 豊 幌 小 学 校
知　的 H２７.４ １ １ １

２ ０
自・情 H２７.４ １ ２ １ １

４ 江 別 太 小 学 校

知　的 H２４.４ ２ １２ １ ３ ３ ２ ２ １

9 １
自・情 H２４.４ ２ １２ ２ ２ ２ ４ ２
肢　体 H２６.４ １ ２ １ １
病　弱 R２.４ １ ２ １ １

５ 大 麻 小 学 校

知　的 H１9.４ １ ５ ２ １ ２

７ ３
自・情 H１9.４ ２ １０ ２ ２ ２ ２ ２
肢　体 H２１.４ １ １ １
弱　視 R４.４ １ １ １

６ 対 雁 小 学 校
知　的 H２７.４ ２ １２ ２ ２ １ ３ ２ ２

8 ３自・情 H２７.４ ２ １０ ２ ４ １ １ １ １
弱　視 R２.４ １ １ １

７ 東 野 幌 小 学 校
知　的 H１9.４ １ ７ ４ １ ２

５ ２自・情 H１9.４ １ ４ １ ２ １
病　弱 R４.４ １ １ １

８ 大 麻 東 小 学 校
知　的 H２７.４ １ ７ ２ １ ２ １ １

３ ３
自・情 H２７.４ １ ４ １ １ ２

９ 大 麻 西 小 学 校
知　的 H２７.４ １ １ １

４ ０自・情 H２６.４ １ ２ ２
病　弱 R３.４ １ １ １

１0 中 央 小 学 校
知　的 S５２.４ ２ １３ ４ ２ ２ ５

６ ４自・情 S５２.４ １ ４ ２ １ １
弱　視 H３０.４ １ １ １

１１ 大 麻 泉 小 学 校
知　的 S５３.４ １ ４ ２ １ １

６ ２自・情 S５３.４ ２ 9 ２ ４ １ １ １
病　弱 R４.４ １ １ １

１２ 野 幌 若 葉 小 学 校
知　的 H２４.４ １ ６ １ ２ ２ １

６ １自・情 H２４.４ ２ １２ ２ １ ２ ６ １
病　弱 R１.8 １ １ １

１３ 北 光 小 学 校 自・情 H２8.４ １ １ １ １ ０

１４ 文 京 台 小 学 校
知　的 H２６.４ １ ３ １ ２

６ ０自・情 H２8.４ ２ 9 ３ １ ２ ２ １
病　弱 H３０.４ １ １ １

１５ い ず み 野 小 学 校
知　的 H３０.４ １ ５ １ ２ １ １

３ ２
自・情 H２６.４ １ 8 １ １ ２ ２ １ １

１６ 上 江 別 小 学 校
知　的 H２６.４ １ ５ ３ １ １

６ ３自・情 H２６.４ ２ １０ ２ １ ２ ２ ３
肢　体 H２9.４ １ ２ ２

小学校（１６校）合計 ５8 ２３５ ３３ ５２ ３５ ４４ ３４ ３７ 8６ ２9

１７ 江 別 第 一 中 学 校
知　的 S３３.４ １ ２ ２

４ ０自・情 S５１.４ １ ３ ２ １
病　弱 H３１.４ １ １ １

１８ 江 別 第 二 中 学 校
知　的 H１9.４ １ ７ ４ ３

４ １自・情 H２０.４ １ ５ １ ４

１９ 江 別 第 三 中 学 校
知　的 H２７.４ １ ３ ３

４ ０自・情 H２8.４ １ ２ １ １
肢　体 R２.４ １ １ １

２0 野 幌 中 学 校
知　的 H２６.４ １ ３ １ ２

３ ０自・情 H２７.４ １ ４ ２ １ １

２１ 大 麻 中 学 校

知　的 H２１.４ １ ６ ２ １ ３

６ ３
自・情 H２２.４ １ ７ １ ４ ２
病　弱 H３１.４ １ １ １
肢　体 R３.４ １ １ １

２２ 大 麻 東 中 学 校
知　的 S５４.４ ２ 9 １ ５ ３

４ ２自・情 S５8.４ １ １ １

２３ 江 陽 中 学 校
知　的 H２６.４ ２ 9 ３ ２ ４

６ １自・情 H２７.４ ２ 9 ３ ５ １
病　弱 R３.４ １ １ １

２４ 中 央 中 学 校
知　的 H２７.４ １ ７ ３ ３ １

６ ２自・情 H２７.４ ２ １３ ６ ５ ２
病　弱 R４.４ １ １ １

中学校（ ８ 校）合計 ２６ 9６ ３４ ３７ ２５ ３７ 9
小・中学校（２４校）合計 8４ ３３１ １２３ ３8

区 　 　 分 児 童 生 徒 数 小 学 校 中 学 校
知 　 的 １４４ 98 ４６
自 ・ 情 １６４ １２０ ４４
肢 体 不 自 由 ７ ５ ２
弱 　 視 ３ ３ ０
病 ・ 虚 １３ 9 ４
合 　 計 ３３１ ２３５ 9６

障がい区分別児童生徒数（令和₄年₅月₁日現在） （単位：人）

通級児童数
大 麻 東 小 学 校（ こ と ば ） ２６
大 麻 東 小 学 校（ ま な び ） ３６
中 央 小 学 校（ こ と ば ） ４６
江 別 第 一 小 学 校（ ま な び ） ４５
江 別 第 二 小 学 校（ ま な び ） ２9

合　　　　計 １8２

通級児童数（令和₄年₅月₁日現在） （単位：人）
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

　恵まれた自然環境と少人数による人間的なふれあいという小規模校のよい面を生かすため、通学可能

な範囲で学校への通学を希望する保護者に校区を開放する「特認入学」制度が、平成₄年₄月から野幌

小学校においてスタートしました。

（₁）特認校制度の趣旨と目的

　豊かな自然環境に恵まれ、伝統ある校風のもとに教育実践を行っている小規模校で、心身の健康増進

を図り体力づくりを目指すとともに、自然にふれるなかで豊かな人間性を培い、明るく伸び伸びとした

特色ある教育を希望する保護者に対して、一定の条件を付けて入学を認める制度です。

（₂）特認入学の考え方

　一般的に児童・生徒の学校は、教育委員会が定めた通学区域に基づいて学校を指定しますが、特認入

学は、保護者がこの制度の趣旨と目的にそって小規模校の特色ある教育活動のなかで教育を受けさせた

いという場合に限られるものです。保護者が小規模校への特認入学を希望する場合は、通学状況及び生

活指導面等について、十分に教育的な配慮をしたうえで、教育委員会が指定する学校に限って認められ

るものです。

（₃）対象となる学校

　児童数の状況、学校を取りまく自然環境や交通事情などの地理的状況を考慮して次の学校を特認入学

校として指定しています。

小規模特認校

学　校　名 住　　　　　所 定数（ １ 学年当たり）

野幌小学校 江別市西野幌２５２ １６名以内
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　これまでの国際化は外交、貿易、金融などを中心に推進されてきましたが、現在は、個人が国境を簡

単に行き来し、インターネット等を通して各国の情報を家庭で入手するなど、交通・通信手段の著しい

発達に伴って、民間レベルでの国際化が急速に進展しています。

　このようにボーダレス化が進むなか、多くの諸問題をグローバルな視野で捉えることのできる国際性

豊かな人材の育成が求められており、そのためには、異文化に触れ、違いを認めながらお互いを理解し、

尊重しようとする姿勢が望まれています。

　国内でもそれぞれの地域が、独自の歴史と風土に根ざし培ってきた文化を数多く持っています。

　こうしたことから江別市では、昭和５２年にアメリカ合衆国オレゴン州グレシャム市と姉妹都市、昭和

５３年には高知県土佐市と友好都市の盟約をそれぞれ締結し、市民による草の根の交流を深めるとともに、

学校教育段階において姉妹校の関係を結び、作品交換、訪問などを通して交流を行っています。

姉妹都市交流

姉妹校一覧

　江別市の教育の実態に基づき教育の理論と実践について専門的研究を行い、教育の進展と内容の充実

を図るほか、学校・家庭・地域の連携を支援します。

◦令和 4 年度予算額　　２,8１１千円

江別市教育研究所

学　　　校　　　名 盟　　　　約　　　　先 盟　約　年　月　日

中 央 小 学 校 パ ウ ェ ル バ ー レ イ 小 学 校 昭和₅₄年₁₀月₁₉日

大 麻 泉 小 学 校 ハ イ ラ ン ド 小 学 校 昭和₅₈年 ₂月₂₈日

野 幌 若 葉 小 学 校 ホ ー ル 小 学 校 昭和₅₉年 ₆月₁₇日

大 麻 小 学 校 西 グ レ シ ャ ム 小 学 校 平成 ₉年 ₇月₁₄日

江 別 第 一 小 学 校 高 知 県 土 佐 市 立 宇 佐 小 学 校 平成₂₈年₁₀月₁₃日

江 別 第 三 中 学 校 高 知 県 土 佐 市 立 高 岡 中 学 校 昭和₆₀年 ₈月₂₇日

野 幌 中 学 校 ゴ ー ド ン ラ ッ セ ル 中 学 校 平成₁₅年 ₁月₂₂日

あ か し や 幼 稚 園 ハ イ ラ ン ド 小 学 校 昭和₅₈年 ₂月₂₈日

と わ の 森 三 愛 高 等 学 校 サ ン  ・ バ ー ロ 高 校 平成 元年 ₃月₁₃日

同 上 グ レ シ ャ ム 高 校 平成 元年 ₃月₁₄日

同 上 マ ー リ ン グ 高 校 平成 ₅年 ₂月 ₂日

北 翔 大 学 マウントフット・コミュ二ティ大学 昭和₆₂年 ₆月 ₁日

同 上 エ ン デ ィ コ ッ ト 大 学 平成 ₃年 ₈月₃₀日

札 幌 学 院 大 学 ベ ン ト リ ー 大 学 平成 元年 ₅月₁₉日

　江別市に学び育つ児童生徒一人ひとりの個性と能力を伸ばすとともに豊かな人間性を育てるため、自

主的、組織的に研究活動を展開しています。また、学校教育及び地域社会教育のあり方と連携に関して

共通の課題を担い、江別市の教育の充実のための研究と実践を行います。

◦令和 4 年度予算額　　５,２００千円

江別市教育研究会
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

【06‐02（2）】健康教育の充実

　江別市の学校給食は、昭和

３７年₉月に旧江別小学校と豊

幌小学校で「パン・脱脂粉乳・

おかず」の完全給食として始

まり、昭和４４年₁月、共同調

理場方式で市内小中学校に学

校給食を開始し、昭和５４年１０

月には米飯給食が始まりま

した。

　令和 ４ 年度からは、「選択

給食（平成１０年度開始）」と「リザーブ給食（平成１６年度開始）」を統合した「新たなリザーブ給食」を

実施し、食事内容の充実を図るとともに、子どもが食物を選択する力を身につけるための取組をしてい

ます。

　現在、センター調理場、対雁調理場の₂カ所で、小中学生合計8,６５６名の給食を供給しています。

《食に関する指導の推進》

　子どもたちが豊かな人間性を育み、生きる力を身につけて

いくために「食」が重要であるとして、平成１７年₆月１０日「食

育基本法」が制定されました。給食センターでは、学校およ

び家庭・地域に向けて食育推進の取り組みを行っています。

　子どもたちに望ましい食習慣を身につけてもらうために、

学校と連携を図りながら、平成１２年度から「食に関する指導」

を実践しています。

　今年度も学校との連携を強化し、給食の献立を生きる教材

として、児童生徒の実態を踏まえた指導内容の充実を図りな

がら食に関する指導を推進していきます。

　〔指導学級数　平成２９年度：３１０学級　平成３０年度：３１３学級　令和元年度：３２３学級　令和 ２ 年度：

２４６学級　令和 ３ 年度：２６8学級〕

《地産地消の推進～江別産食材の活用》

　安全・安心な給食提供のため、平成１３年度から新鮮な農産物を市内農家から計画的に購入する方法

を取り入れています。江別産野菜の使用割合は、平成２９年度４２.１％、平成３０年度３７.０％、令和元年度

４１.５％、令和 ２ 年度５２.２％、令和 ３ 年度４３.４％となりました。使用割合は作柄に左右されますが、生

産者団体と連携し５０％前後を目指しています。なお米は全量江別産“ななつぼし”を使用しています。

　また、平成17年度からは江別産小麦100％のパンの提供を始めました。初めは年間 3 回の実施でした

が、今では毎年10回程度の提供を実施し、江別産小麦の美味しさを味わってもらっています。

　そのほか、江別小麦めん、まちむら牛乳、セミドライソーセージ等、江別で作られている安全良質な

食品を使用した給食を、子どもたちに提供するよう努めています。

江別市の学校給食

【学校給食の目標】（学校給食法）

○適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。

○ 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むこ

とができる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。

○学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。

○ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、

生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。

○ 食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての

理解を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。

○我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。

○食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。

給食センター 江別市元野幌741番地の２ ☎382-5188

給食センター対雁調理場 江別市工栄町９番地の10 ☎383-8550

食育授業教材
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【06‐02（3）】開かれた学校づくり

　江別市立小中学校では、「特色のある学校づくり」の実現に向けて、各学校が地域の特性などを踏ま

えて取り組み実践項目を掲げ活動しています。この活動は、「特色のある学校づくり」「開かれた学校づ

くり」により教育の充実を図ることを目的に平成１３年度から実施しています。

　平成１５年度までは、提示された取り組み実践項目の中から学校が選択して活動していましたが、取り

組み内容も熟度を増してきていたことから、平成１６年度からは、学校が主体的に取り組み内容を企画立

案して活動しています。

【取組実践項目の例】

○心豊かな子どもを育むために、地域・保護者が協力し合う学校づくり　○生きる力を育むボランティ

ア活動の実践　○郷土を愛する心を育てる事業の実践　○花を愛し、花で学校を飾る取り組みの実践　

○読み書きを身につけ、読書を愛する子どもを育てる実践　　　……など

◦令和 4 年度予算額　　２,９６６千円

地域一体型・学校の顔づくり事業

　平成１７年度から「学校選択制」を実施しています。

　「学校選択制」は、通学区域の指定校以外の学校を選択する場合に、子どもたちが行きたい学校、保

護者が行かせたい学校を希望できる制度で、この制度の確立によって学校の特色づくりなどを充実させ、

魅力ある学校づくりを行うことを目的としています。

◇対象　　　　　　　　　　 市立小中学校の新₁年生、市外から市内の小中学校に転入学する小学 1 年

生から中学 3 年生

◇選択できる学校の範囲　　指定校と隣接する学校の中から₁校を希望することができます。

◇令和 4 年度選択入学者数　小学校４３人　中学校６０人　　計１０３人

学校選択制

区分

学年
一食単価

内　　　　訳

主　食 副　食 牛　乳

小　学　校

低　学　年 ２89円 8３.88円 １５５.４６円 ４9.６６円

中　学　年 ２9２円 8６.8６円 １５５.４8円 ４9.６６円

高　学　年 ２9５円 9０.０４円 １５５.３０円 ４9.６６円

中　　学　　校 ３５１円 9７.７７円 ２０３.５７円 ４9.６６円

令和4年度　学校給食単価内訳
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

【06‐02（4）】教育環境の充実

　江別市の学校適正配置は、児童生徒数や学級数の減少による学校運営上の様々な課題に対応するため、

江別市学校適正配置基本計画（平成２１年度～平成２５年度）を策定し、進めてきました。

　計画期間終了に伴い、平成２６年度以降の適正配置の考え方については、小中学校ともに１２～１8学級を

望ましい規模（適正規模）とした前計画における適正配置の基本的な考え方を維持することとし、直ち

に対象校を特定した新たな学校適正配置基本計画は策定せず、各地区の児童生徒数推計や国の動向に留

意しながら進めていきます。

　①江北中学校

　　※江別第三中学校へ統合済み（平成２３年 ４ 月 １ 日）

　②角山小中学校

　　※角山中学校は中央中学校へ統合済み（平成２５年 ４ 月 １ 日）

　　※角山小学校は対雁小学校へ統合済み（平成３０年 ４ 月 １ 日）

　③江別小学校及び江別第三小学校

　　※平成２8年 ３ 月に閉校し、統合校「江別第一小学校」が開校（平成２8年 ４ 月 １ 日）

学校適正配置推進事業

　「地域に開かれた学校づくり」を進めるため、市立小中学校・立命館慶祥中学校を自由に見学できる

よう、公開日を設けています。

◦令和 4 年度開催日　　 ６ 月 ９ 日（木）・１０月２０日（木）

学校一斉公開

　江別市の伝統（教育のまち：オール江別で子どもたちを育てる）を基盤として、これまで以上に学校

と保護者、地域住民が一体となって、地域に開かれた信頼される学校づくりを進めるため、平成２９年度

から市内小中学校に「えべつ型コミュニティ・スクール（えべつ型CS）」を導入しました。

　地域住民が、日常的に学校に来て、子どもを支援したり、学校運営について話し合いの場を持つこと

で、学校と地域が目指す子ども像を共有しながら、一体となって子どもを育てる持続可能な仕組みとす

るため、各学校に学校運営委員会を設置し、学校と地域の協働を推進しています。

◦市内小中学校の学校運営委員会委員　２３６名

えべつ型コミュニティ・スクール事業
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　近年、学校施設は量的整備から「学習方法・指導方法の多様化に対応できる施設」「児童生徒の生活

の場としてふさわしい環境」「地域社会に開かれた施設」などに対応できる施設の質的整備が求められ

ています。また、既存施設の適切な維持補修も重要です。

　このため、次のとおり学校施設の整備等を行います。

学校施設整備

小　　学　　校 中　　学　　校

校舎屋体改修　　　　（２２７,１６５千円）

◦上江別小学校　トイレ改修工事

◦大麻泉小学校　多目的トイレ設置工事

◦大麻東小学校　屋外避難階段実施設計委託

◦北光小学校　屋外キュービクル更新工事

◦対雁小学校　屋内体育館照明改修工事

◦東野幌小学校　屋内体育館照明改修工事

◦大麻小学校　屋内体育館放送設備改修工事

◦大麻西小学校　小荷物専用昇降機改修工事

◦野幌若葉小学校　小荷物専用昇降機改修工事

校舎屋体改修　　　　（１４５,３98千円）

◦大麻東中学校　トイレ改修工事

　　　　　　　　多目的トイレ設置工事

◦江別第一中学校　屋内体育館暖房改修工事

◦中央中学校　屋内体育館暖房改修工事

環境整備　　　　（３,３７７千円）

◦江陽中学校　地下タンクFRPライニング工事

【06‐02（5）】心のケアの充実

◦令和 4 年度予算額　　５,５１３千円

（₁）少年指導センター

　専任指導員や少年育成委員が、夕方の街頭指導のほか、祭典時の特別街頭指導を実施するとともに、

有害環境の浄化活動を推進します。

（₂）江別市指導連絡会

　　（目　　的）

　学校及び関係機関との連携を密にし、情報交換並びに事例研究を通して、健全な児童生徒の育成を

図ります。

　　（組　　織）

　江別市教育委員会が委嘱した小、中、高校の生徒指導担当教員及び教育委員会、市健康福祉部、警

察等の関係機関の職員で構成されています。

　　（活動内容）

　　◦児童生徒の問題行動に関する情報交換

　　◦事例研究

　　◦市内祭典行事などの特別巡回計画

問題行動対策事業
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

江別市教育委員会
江　別　市

教育研究会

江別市生徒指

導連絡協議会

市内小中学校

生徒指導担当

教員連絡会

市内中学校 警 察 署 江別市健康福祉部

指導連絡会

市内小中高校

生徒（児童）指導のための組織

◦令和 4 年度予算額　　8,8６３千円

（₁）教育相談

　不登校等で悩みを抱える児童生徒及び保護者、教職員を対象にスクールカウンセラーが相談員として

支援にあたっています。（水曜日（概ね月 2 回）　１０:００～１２:００　青年センター）

（₂）適応指導教室「すぽっとケア」

　不登校等の学校生活に適応できない児童生徒に対し、コミュニケーション支援、学習支援、体験活動、

教育相談等の支援活動を実施することにより、情緒の安定、集団生活への適応を図り、学校への復帰の

支援と豊かな情操や社会性の育成を目的として、適応指導教室「すぽっとケア」を設置しています。（毎

週月～木曜日　１０:００～１２:００　青年センター、情報図書館）

いじめ・不登校対策事業

（₃）江別市生徒指導担当教員連絡会

　　（目　　的）

　 　生徒の生活面の実態を把握し、望ましい成長を促すとともに、それを阻害する要因を早期に発見し、

予防と対応について連絡協議し、関係機関との連携のもとに活動を推進します。

　　（組　　織）

　 　江別市教育委員会が委嘱した中学校の生徒指導担当教員と教育委員会の専任指導員等で構成されて

います。

　　（活動内容）

　　◦生徒の生活上の実態、傾向についての情報交換と分析

　　◦市内の郊外諸地域の実態把握の活動

　　◦事例研究と研修活動の充実

　　◦指導活動の計画と実施

　　◦関係団体機関等との情報交換及び連絡調整
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　心の教室相談員を全小学校１７校に配置し、生徒の悩み相談に対応できる体制を整備しています。

◦令和 4 年度予算額　　５,５２４千円

心の教室相談事業

　臨床心理士等を全小中学校に派遣し、専門的カウンセリングの体制を整備しています。

◦令和 4 年度予算額　　３２千円

スクールカウンセラー事業

　学校に看護師を配置し、医療的ケアを必要とする児童生徒への支援を行います。

◦令和 4 年度予算額　　8３５千円

医療的ケア児支援事業

　スクールソーシャルワーカーを教育委員会に配置し、教育分野の知識に加え、社会福祉等の専門的な

知識や経験を用いて、関係機関への働き掛けやネットワークの活用により、家庭環境等に課題を抱える

児童生徒に支援を行う体制を整備しています。

◦令和 4 年度予算額　　７,５４６千円

スクールソーシャルワーカー事業
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●●● 子どもの教育の充実 ●●●

【06‐02（6）】青少年健全育成活動の充実

　夏休み中に小中学生を対象として、野外生活の楽しさを感じ

るとともに、異年齢との交流及び集団生活を通して規律ある生

活態度や生活技術を学び、協調性、社会性を高めることを目的

に実施しています。日常の家庭や学校生活では体験できない多

様なプログラムを通して、豊かな人間性を育む一助としています。

◦令和 ４ 年度開催日　　令和 ４ 年 8 月 8 日（月）～ 8 月１３日（土）

◦令和 ４ 年度予算額　　７４７千円

※ 令和 ４ 年度は、新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、 ３ 年ぶりにテントでの １ 泊 ２ 日の行程で開

催します。

青少年キャンプ村事業

　成年としてのほぼすべての権利を行使できるようになる20歳年齢到達者の人生の節目を祝福、激励

し、出席した20歳年齢到達者が自立した社会人となることへの責任と自覚を促すことで、より良い社会

の創造への貢献と市民としての連帯感を高めることを目的に実施しています。

　はたちのつどいは、その年度に20歳となる青年で構成する実行委員会が自ら企画準備して実施してい

ます。

◦令和 ４ 年度開催日　　令和 ５ 年 １ 月 8 日（日）

◦令和 ４ 年度予算額　　６６２千円

はたちのつどい開催事業

（₁）青少年文化賞

　全国規模の各種コンクール等において₃位以内に入賞また

は入選するなどの成績をあげ、本市の芸術文化の向上に貢献し

たと認められる小学生以上２４歳までの青少年（個人及び団体）

が対象です。

（₂）青少年文化奨励賞

　全道規模の各種コンクール等において優勝するなどの成績をあげ、今後の活躍が期待される小学生以

上２４歳までの青少年（個人及び団体）が対象です。

（₃）江別市教育委員会賞

　全道及び道央規模の各種コンクール等において、₂位または₃位の成績をあげ、今後の活躍が期待さ

れる小学生以上高校生（又は相当する年齢）までの青少年（個人及び団体）が対象です。

青少年文化賞顕彰事業
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　市民総ぐるみで青少年の健全育成に取り組むため、関係機関の

連絡調整を図り、統一的な運動を推進することを目的に、市民主

体の全市的組織として、昭和５５年に結成されました。現在、５２の

団体会員、１３8名の個人会員を有し、₂専門部会において健全育

成、環境整備、非行防止及び広報啓発等の活動をしています。

江別市青少年のための市民会議
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●●● 生涯学習の充実 ●●●

生涯学習の充実

社会教育施設整備

【07‐01（1）】社会教育関連施設の充実

　生涯学習に取り組む市民や団体により良い学習環境を提供するため、次のとおり公民館などの社会教

育施設の整備等を行います。

公民館等（４６,３00千円）

◦コミュニティセンターパネルヒーター更新工事　◦野幌公民館屋上外部改修工事

スポーツ施設（８２,000千円）

◦市民体育館体育室屋上防水改修工事　◦大麻体育館第 １ 体育室照明改修工事

情報図書館（９８５千円）

◦多目的トイレ汚水管修繕工事

₁　図書館の概要

　情報図書館は、利用者の多岐にわたる知的ニーズに応えるとともに、また各種団体等と連携を図りな

がら、様々な情報を発信しています。

　図書館の詳細な事業内容の情報は、インターネットのホームページ（http://www.lib.city.ebetsu.

hokkaido.jp）、情報図書館facebook、広報えべつ、情報図書館だより（毎月発行）、江別の図書館（年１

回発行）などをご覧ください。

　なお、図書館の位置、電話番号などは資料編に記載しています。

₂　サービスの概要

（₁）図書部門

　所蔵資料の館内閲覧・視聴はどなたでもご利用いただけます。

　　◦資料の館外貸出

　江別市内にお住まいの方、市内に通勤・通学されている方について、図書・雑誌資料２０冊、

AV資料（音楽CD、カセットテープ）₂点を上限に₂週間以内で貸し出しします。また、団体

での貸出制度もあります。本館・各分館等のどこからでも貸出、返却ができます。

　　◦予約・リクエスト

　貸出中の資料等は予約することができます。未所蔵の資料等についても他館借受等の方法があ

りますので、ご相談ください。

　　◦レファレンスサービス

　参考調査のお手伝い、資料の検索相談、他の図書館の資料へのアクセスなどを行っています。

お気軽にご相談ください。

　　◦点字図書などの郵送サービス

情報図書館資料情報等提供事業
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（₂）視聴覚ライブラリー

　　◦視聴覚ライブラリー機器の貸出

　　　　ビデオプロジェクター、スクリーンなどの機器を市内の学校・社会教育団体などに貸出しています。

　　◦視聴覚ライブラリー資料の貸出

　　　　ビデオ、DVDなどの資料を市内の団体及び個人（₅点を上限）に₁週間以内で貸出しています。

（₃）情報提供サービス

　図書館のホームページから、図書館利用情報の提供、蔵書検索サービス、資料の予約（手続要）など

が可能です。

（₄）学校に関わる支援

　平成１8年度から、学校図書館を支援するために司書を巡回方式で小・中学校に配置してきました。平

成２１年度からは選書、分類、修繕等の技術指導、運営相談等の学校支援を専門に行う支援司書を配置し、

支援体制を強化しています。また、総合学習に対する支援も行っています。

₃　主催事業

（₁）おはなし会

　本館及び江別分館、大麻分館において、幼児、児童を対象に開催しています。開催日時などは、各館

へお問い合わせください。

（₂）映画会

　日曜映画会、こども映画会、名作映画会などの上映会を開催して

います。

（₃）パソコン教室

　ワープロ、表計算、インターネットなどを組み入れたパソコン教

室をコンピュータ学習室において開催しています。

（₄）こどもの読書週間関連事業など

　毎年₄月２３日からの「こどもの読書週間」に「おすすめ絵本リス

ト」を配布しています。また、関連事業として「おはなし会スペシャ

ル」など特別イベントも開催しています。

（₅）各種展示

　江別ゆかりの文学者、歴史等の展示を ２ 階デモ展示室や正面エン

トランスホールで開催しています。

（₆）配布物

　情報図書館だより（毎月）のほか、おすすめ本リスト等を発行しています。
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●●● 生涯学習の充実 ●●●

【07‐01（2）】生涯学習支援体制の推進

　市民主体の生涯学習団体である生涯学習推進協議会や聚
じゅらく

楽

学園、江別市女性団体協議会の事業運営などに、団体活動を支

援するための補助金を交付しています。

◦令和 4 年度予算額　　２,１７０千円

生涯学習団体支援

　社会教育の振興・発展を目的とする、地域の団体が児童・生徒の健全育成と幅広い世代間交流を目的

として行う交流事業・体験学習事業・ボランティア事業・非行防止事業・芸術文化事業に対して、補助

金を交付しています。

◦令和 4 年度予算額　 　１,２００千円

青少年ふれあい交流促進事業

【07‐01（3）】生涯学習機会の充実

　蒼樹大学は、高齢者のいきがい作りや地域社会に貢献できる人材を育成する目的で運営されている、

65歳以上の方を対象とした生涯学習事業です。野幌公民館を会場に、2年間にわたり、各種分野におけ

る一般教養講座や選択制の専攻講座など、様々な学習を行います。専攻講座は、コーラス、太極拳、絵

手紙、体操、ふるさと学の中から選択することができます。

　また卒業すると、学生により自主運営されている聚楽学園への入学資格が取得でき、学習を継続する

ことができます。

高齢者大学の開設
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　体験活動を通して子どもの可能性を引き出すとともに、学力だけでは計ることのできない感性・意欲・

忍耐力などの育成を目的に実施します。

◦令和 4 年度開催日　　 ７ 月１７日（日）、 ７ 月１8日（月・祝）

　　　　　　　　　　　※荒天時予備日 9 月 3 日（土）、 9 月 4 日（日）

　　　　　　　　　　　自然体験ツリーイング（木登り体験）

　　　　　　　　　　　 生活体験はじめてのおとまり会（新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため

中止）

◦令和 4 年度予算額　　７９千円

地域体験活動事業

　子育ての悩みや不安を軽減することを目的に、家庭教育や子育てに関する講演会などを実施します。

　また、情報社会の変化へ対応するため、保護者等を対象に情報モラルについて学習する機会を提供し

ます。

◦令和 4 年度予算額　　５０8千円

家庭教育支援事業

　市内の₄大学と教育委員会が開催する「ふるさと江別

塾」に加え、各大学や社会教育関係団体、江別市が開催す

る市民公開講座を「えべつ市民カレッジ」と位置付けて、

受講者である市民が、問題意識と知識を獲得し、まちづく

りに生かすための学習の場として、各大学等を会場にそれ

ぞれ講座を開催しています。

　受講履歴を記録し学びの成果を実感できるように、希望

者にカレッジ手帳（学生証）を交付し、受講の成果に応じ

て修了証（単位）を授与します。

ふるさと江別塾

◦令和 ３ 年度の実績　　計₈講座、延べ６２名参加

　（新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のためオンライン配信で実施）

◦令和 ４ 年度開催日　　１０月 8 日（土）、１０月１５日（土）、１０月２２日（土）、１０月２９日（土）

　※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況により、対面講座からオンライン講座へ変更する場合があり

ます。

えべつ市民カレッジ（四大学等連携生涯学習講座）
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●●● ふるさと意識の醸成と地域文化の創造 ●●●

ふるさと意識の醸成と地域文化の創造

【07‐02（1）】文化・芸術活動の育成・支援

　市民が行っている文化活動の総合的な発表の機会として、例年１０月から１１月にかけて、舞台・文芸・

展示・生活文化の部門ごとに多彩な行事が実施されます。江別市文化協会が年に一度の芸術文化の祭典

として、歴史と伝統を継承し、大切に育てているものです。

　なお、新型コロナウイルス感染症対策等により一部変更または中止となる場合があります。

 （₁）第６９回江別市民文化祭開会式：１０月 8 日（土）えぽあホール

 （₂）舞台部門：１０月 ９ 日（日）～１１月２０日（日）の期間に市民会館・えぽあホール・野幌公民館等で開催

　　　 市民合唱祭／洋舞フェスティバル／エイベッツバンドカーニバル／邦楽・邦舞大会／野幌太々神楽

発表会／市民器楽祭／詩吟・剣詩舞大会／大正琴フェスティバル／えべつ俄・民謡熱唱大会／こ

ども文化祭

 （₃）文芸部門：１０月２２日（土）～１０月３０日（日）の期間に野幌・中央公民館で開催

　　　短歌大会／川柳大会／俳句大会

 （₄）展示部門：１１月３日（木・祝）～１１月５日（土）の期間に各公民館で開催

　　　 菊花展／盆栽展／書道展／陶芸展／華道展／孔版画展／一般展示／美術展（１０月２６日（水）～１１月１日（火））

 （₅）生活文化部門：１１月 ３ 日（木・祝）～１１月 ６ 日（日）の期間に各公民館・青年センターで開催

　　　将棋大会／茶会

市民文化祭開催支援事業

　市民と行政が実行委員会を結成して、市民が芸術文化に接する機会

を提供する事業の開催を支援しているものです。

（₁）まちかどコンサート

　まちかどコンサートは、合唱・弦楽・吹奏楽など市内で音楽活動を行

う団体や個人が出演し、多彩なジャンルの音楽を気軽に楽しんでいただけるコンサートとして、年₂回開

催しており、若手音楽家の発掘や育成にも寄与しています。令和 ４ 年度は、次のとおり実施します。

　◇５３回： ７ 月 ２ 日（土）セラミックアートセンター　◇５４回：１２月 ３ 日（土）えぽあホール

（₂）江別市民美術展（第３１回～第３５回）受賞作品展

　市民美術展の受賞者の秀作を展示し、優れた美術品の鑑賞の場を提供

します。今回は、第31回から第35回の市民美術展受賞者の作品を中心に

展示します

　◇期日： ７ 月 ６ 日（水）～ ７ 月１8日（月・祝）

　◇会場：セラミックアートセンター　 ２ 階　企画展示室

（₃）まちなかアート月間

　学生や若手芸術作家のアート作品を商業施設など民間施設に展示します。

　◇期間：１０月～１１月（予定）　◇会場：商業施設などの民間施設

市民芸術祭開催支援事業
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　芸術文化の振興を図るため、江別市が設けている制度について生涯学習課生涯学習係（☎３8１-１０６２）

へお問い合わせください。

　○江別市教育振興事業補助金（青少年ふれあい交流促進事業P.24）

助成制度の情報提供

　令和 ３ 年に改修工事を行い、民間事業者の利活用が始まった北海道林木育種場旧庁舎について、その

歴史的価値を学ぶとともに、新たな交流の場となるようセミナー、ワークショップなどを実施します。

　◦令和 ４ 年度予算　１,４３２千円

北海道林木育種場旧庁舎保存利活用推進事業

　芸術文化活動の活発化と人材を育成するため、全国規模で行われる各種芸術文化の大会やコンクール

に江別市（北海道）を代表して出場権を得た市民（団体または個人）を対象に奨励金を支給する制度を

設けています。

　◇奨 励 金： ₁回の出場につき、個人の場合は、１０,０００円、団体出場の場合は、１００,０００円を上限

として、１０,０００円に出場人数を乗じて得た金額を支給します。

　◇申 請 等：　 申請手続き等の詳細は、生涯学習課生涯学習係（文化振興担当）（☎３8１-１０６０）へお

問い合わせください。

文化振興奨励事業（芸術文化大会・コンクール出場奨励金）

　市民のより深い郷土理解を図るとともに、明日への市民文化の創造と発展を目指し、江別叢書１０巻を

刊行しました。販売は終了しましたが、お読みになりたい方は生涯学習課生涯学習係（文化振興担当） 

（☎３8１-１０６０）へお問い合わせください。

　◇叢　書： 「江別に生きる」　第 １ 巻「世田谷物語」、第 ２ 巻「れんがと女」、第 ５ 巻「人間の詩」、第 ６ 巻「番

屋残照」、第 ７ 巻「母たちの風景」、第 8 巻「風雪の大地」、第 ９ 巻「青年学校物語」、第１０

巻「野幌原始林物語」

　　　　　　※第₃巻「小森忍の生涯」、第 ４ 巻「木製戦闘機キ１０６」は、品切れ・絶版。

江別叢
そう

書
しょ

の刊行

　次世代を担う子どもを対象に、日本の伝統的な文化活動を体験的に

習得する機会を提供し、伝統文化に親しみ豊かな人間性を育むことを

目的として「土曜広場」を開講しています。

　◇対　　象：小中学生

　◇期　　間： ６ 月～１１月

　◇回　　数：月₁・₂回（土曜日）程度

　◇会　　場：校区の小学校

　◇主な講座：　 茶道、囲碁、将棋、クラフト、絵手紙、日本舞踊、その他

子どもの文化活動育成事業（土曜広場）
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●●● ふるさと意識の醸成と地域文化の創造 ●●●

　セラミックアートセンターでは、陶芸を始めたい方、少し経験のある方や陶芸の技術を習得したい方

などを対象とした、教室や講座、陶芸を中心とした作品による芸術鑑賞のための展覧会など、より多く

の市民がやきものに親しんでもらうことを目的に各種の事業を行っています。

　初級・中級をはじめとする教室、夏休み・冬休み親子陶芸体験などの陶芸教室、陶芸・絵付け体験、

技法講座など、各種陶芸に関する教室や講座の開設のほか団体での陶芸体験を希望される方の受付も

行っています。

　今年度の展覧会事業は下記を予定しています。

（ １ ）２0２３謝陶の集い　第２３回工房利用者作品展

　令和 ５ 年 ２ 月２５日（土）～ ３ 月１９日（日）

　日頃からセラミックアートセンターの工房で、作陶活動に取り組

んでいる方や陶芸教室・体験に参加された皆さんの １ 年間の成果を

発表します。

陶芸文化普及振興事業

（ １ ）「夏の収蔵品展　花器の妙～花とうつわの出会い～」

　令和 ４ 年 ６ 月 １ 日（水）～ ９ 月１１日（日）

　セラミックアートセンター収蔵作品の中から、花を生ける際に

用いる「花器」を取り上げます。花の魅力を最大限に引き出しつ

つ、器そのものにも存在感が感じられる作品は、作り手によって

趣が全く異なり、華やかな様相を見せています。多種多様な花器

を一堂に会することで、やきものの面白さと可能性を見出すこと

を目的とします。

（ ２ ）「北海道立工業試験場　１00周年記念展」

　令和 ４ 年 ９ 月１７日（土）～１０月１０日（月・祝）　※予定

　北海道立工業試験場は、大正１１年（１９２２）の創設以来、窯業に関する研究と成果を重ねてきました。

セラミックアートセンターが所蔵する同試験場の製品を紹介し、１００年間の歴史を辿ります。

（ ３ ）「第 ８ 回江別市中学校・高校美術部合同展」

　令和 ４ 年１１月 ５ 日（土）～１１月２０日（日）

　市内中学校・高校の美術部員が制作した、若々しい感性に満ちた絵画・造形などの美術作品を展示し

ます。

（ ４ ）「えべつFUROSIKIフェスティバル２0２２～風呂敷デザインコンテスト～」

　令和 ４ 年１２月 ３ 日（土）～令和 ５ 年 ２ 月１２日（日）

　北翔大学短期大学部との連携事業「えべつFUROSIKIフェスティバル」を開催します。１６回目を迎

える今回も、北海道内外からの公募によるさまざまなデザインの風呂敷が会場内を彩ります。 ２ 月11日

（土・祝）には、風呂敷の歴史や結び方について学ぶ「風呂敷オンステージ」を開催します。

セラミックアートセンター企画展開催事業

山岡三秋
《魚形文花瓶》
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【07‐02（2）】文化・歴史遺産の保存と次世代への継承

（₁）ふるさと歴史講座

　 　郷土江別の自然、歴史、文化を幅広く学ぶため、さまざまな分野の専門家が講義します。

（₂）学習会・見学会

　○子ども学芸員カレッジ

　 　博物館の専門職「学芸員」の仕事体験や、史跡めぐりなどを通じて、ふるさと江別への理解を深め

ます。

　○再発見・江別探訪

　　ふるさと江別の史跡をウオーキングしながら見学し、健康増進と江別の歴史への理解を深めます。

　○縄文土器を作ろう！！

　　焼かなくても乾燥のみで固まるテラコッタ用粘土を使って縄文土器を作ります。

（₃）郷土資料館ロビー展の開催

　 　市民に、郷土の歴史や文化に対する理解を深めてもらうため、常設展示以外の収蔵資料や発掘調査

で発見された考古資料などをテーマに沿って公開する企画展「郷土資料館ロビー展」を、夏季（ 8 月）

と冬季（１２月）の ２ 回開催します。

（₄）関連団体との協力

　○江別市郷土資料館友の会

　江別及び周辺地域の歴史、自然、産業などについて研修し、会員相互の交流を図るとともに、資料

館の関係事業に協力します。事務局は資料館内にあり、どなたでも入会できます。

　○江別土器の会

　資料館を活動場所に、江別式土器などを復元制作し、公共施設などでの展示を行い、文化財保護の

普及と陶芸の振興に協力しています。

　○歴史を伝える集い

　月 1 回郷土資料館に集まり、江別市の歴史、自然、産業について会員有志による発表会や学習会を

行うほか、野外での実地見学などを実施しています。また、郷土資料館などでの解説業務や、歴史探

訪の講師派遣などに協力しています。

郷土資料館運営事業等
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●●● ふるさと意識の醸成と地域文化の創造 ●●●

　江別市内の遺跡、史跡、歴史的建造物や豊かな自然を紹介し、郷土の貴重な文化財を活用していただ

くために「ガイドブックシリーズ」を刊行しています。

　　　　　　　　　　　　　　第 １ 巻「史跡が語る江別の歩み」　　定価１,１００円

　　　　　　　　　　　　　　第 ２ 巻「江別の自然を訪ねる」　　　定価１,２６０円

　　　　　　　　　　　　　　第 ３ 巻「江別を歩く」　　　　　　　定価　8４０円

　　　　　　　　　　　　　　第 ４ 巻「江別のれんがを歩く」　　　定価１,１００円

　　　　　　　　　　　　　　第 ５ 巻「江別の遺跡をめぐる」　　　定価１,１００円　

　　　　　　　　　　　　　　（いずれも消費税込み）

　　　　　　　　　　　　　　◇以下の書店などで取り扱っています

　　　　　　　　　　　　　　・江別市郷土資料館（江別市緑町西 １ 丁目３8）

　　　　　　　　　　　　　　・江別市セラミックアートセンター（江別市西野幌１１４- ５ ）

　　　　　　　　　　　　　　・江別市民活動センター・あい

　　　　　　　　　　　　　　　（江別市東野幌本町6-43　市民交流施設ぷらっと内）

◇詳細：郷土資料館文化財係（☎３8５-６４６６）へお問い合わせください。

江別ガイドブックシリーズの販売
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市民スポーツ活動の充実

【07‐03（1）】スポーツ・レクリエーション機会の充実

　江別市民で、それぞれの大会において予選を突破し、国際・全国・全道規模の各種スポーツ大会に出

場する青少年と一般の個人の方を対象に、スポーツ大会出場奨励金を支給しています。

　該当する大会・申請書類等の審査がありますので、詳細についてはお問い合わせください。

スポーツ大会出場奨励金

支給基準表

大　会　規　模 支 給 額（円） 大　会　の　内　容 備　　　　　考

国　 際　 大　 会

３０,０００ 世界選手権、日本と外国との

親善大会等

大会開催地が日本国外

２０,０００ 大会開催地が日本国内

２０,０００ 北海道と外国の州等との親善

大会等

大会開催地が日本国外

１０,０００ 大会開催地が北海道内

全　 国　 大　 会
１０,０００

全日本選手権等
大会開催地が北海道外

５,０００ 大会開催地が北海道内

全　 道　 大　 会 ３,０００ 全道選手権、北海道予選会等

大会開催地までの距離が

１００㎞未満の場合は支給しな

い。

　スポーツ大会で顕著な活躍をした青少年を表彰し、青少年スポーツの振興奨励とその健全育成に資す

ることを目的として、昭和５９年₃月に制定しました。道内外で行われる各種スポーツ大会に参加し、輝

かしい成績をあげた青少年を顕彰する制度です。

①青少年スポーツ賞

　活動拠点が江別市内にある高校生以下の団体や個人が、全国規模の各種スポーツ大会において、上位

入賞または全国的な記録を収めた場合に対象となります。

②青少年スポーツ奨励賞

　活動拠点が江別市内にある高校生以下の団体や個人が、全道規模の各種スポーツ大会において、優勝

または全道的な記録を収めた場合に対象となります。

③教育委員会賞

　活動拠点が江別市内にある小中学生の団体や個人が、全道規模の各種スポーツ大会において、₂位ま

たは₃位の成績を収めた場合に対象となります。

青少年スポーツ賞

　１０人以上の団体やグループが対象です。気軽に楽しめる軽スポーツ ９ 種目（ミニテニス・フライングディ

スク・ユニカール・ハッピーボウリング・ティーボール・長縄跳び＆バンブージャンプ・室内ペタンク・輪投げ・

ラダー）から希望種目を選び、活動場所を指定してください。スポーツ推進委員が伺って指導します。ご

利用の際は、指導者の手配等に日数を要しますので、₁ヶ月以上の余裕をもってお申し込みください。

軽スポーツ出前事業
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●●● 市民スポーツ活動の充実 ●●●

【07‐03（2）】スポーツ・レクリエーション活動の育成・支援

　江別市スポーツ協会は、本市における競技スポーツの中核組織であり、市民各層のスポーツ活動の振

興と発展に寄与しています。

　市内２５競技団体が加盟し、（公財）日本スポーツ協会、（公財）北海道スポーツ協会と連携をとりながら、

江別の競技スポーツの振興に努めています。競技大会への出場、種目指導などのご質問・ご相談は各団

体にお問い合わせください。市では、単位協会活動費助成事業、ジュニアスポーツ育成事業、全道大会

開催助成事業、研修事業に対して、スポーツ協会の効果的事業展開を助長し、市全体の競技スポーツの

レベル向上に資するために補助金を交付しています。

◦令和 4 年度予算額　　１,４６２千円

江別市スポーツ協会補助金

　江別市スポーツ少年団は、本市の青少年スポーツを統括する中枢組織であり、青少年のスポーツ活動

と健全育成に寄与しています。

　スポーツ少年団は独自に事業を展開しており、指導者の養成や団員へのスポーツに親しむ機会の提供

など、市全体の青少年スポーツを推進するための活動を行っています。

　令和 ３ 年度は、１２種目３７団体、8３２人の団員と１88人の指導者が登録しています。活動内容や入団に

関するご質問・ご相談は、少年団本部又は種目代表者にお問い合わせください。

　市では、単位団助成事業、指導者養成事業、交流事業、体力測定事業、少年大会派遣事業、専門部大

会事業に対して、社会教育の推進と青少年の健全育成に資するために補助金を交付しています。

◦令和 4 年度予算額　　１,8１５千円

江別市スポーツ少年団補助金

　総合型地域スポーツクラブは、文部科学省が２１世紀の生涯スポーツ社会実現のために １ つの大きな柱

としている政策で、全国で事業が展開されています。

　主にヨーロッパ諸国に見られるスポーツクラブの形態で、地域において、子どもから高齢者まで様々

なスポーツを愛好する人々が参加できる「地域の人たちによって自主的に運営されるスポーツクラブ」

のことです。

　 ３ つの特徴があり、①子どもから高齢者まで（多世代）、②さまざまなスポーツを好きな人々が（多

種目）、③初心者からトップレベルまで、それぞれの志向・レベルに合わせて（多志向）、参加すること

ができます。

　市では市内の総合型スポーツクラブに対するＰＲ活動の支援や情報提供などを行っています。

総合型地域スポーツクラブ
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【07‐03（3）】スポーツ・レクリエーション施設の充実

（₁）社会人体育団体開放事業

　市内小中学校２５校の体育館・グラウンドを次の内容で開放しています。

　◦開放対象： 江別市に在住、在勤、在学する者が 8 割以上かつ１０名以上のスポーツ・レクリエーショ

ンクラブ

　◦開放期間： 毎年₄月１５日～翌年₃月末日（学校行事等で開放できないことがあります。また、地域

開放実施時はクラブ開放していません。）

　◦開放時間： 小学校　9:００～２０:４５　中学校　１９:００～２１:００（授業・行事・部活動等の時間帯を除きます。）

※学校開放を利用する場合には、クラブの登録が必要です。登録についての詳細はスポーツ課

スポーツ係（☎３8１-１０６１）へお問い合わせください。

（₂）地域開放事業

　完全学校週₅日制に対応するため、毎週土曜日の午前中に小学校１０校の体育館・グラウンドを開放し

ています。体育館ではバドミントン・卓球・ボール遊びなどができます。

　◦開放対象：小学校区内の小中学生とその保護者

　◦開放期間：土曜日（長期休業期間と国民の休日にあたる日・学校行事等が行われる日を除く）

　◦開放時間：8:３０～１２:００

※各校₂名の指導員が活動のお手伝いをしています。開放日ほか詳細はスポーツ課スポーツ係（☎

３8１-１０６１）へお問い合わせください。

（₃）夏休みプール開放事業

　市内小学校１５校のプールを次の内容で開放しています。

　◦開放対象：小学校区内の小中学生とその保護者

　◦開放期間：夏休み期間（定休日や休業日があります）

　◦開放時間：１０:００～１２:００、１３:００～１５:３０

※令和 3 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止しました。

学校体育施設開放事業

　スポーツ合宿を通じて市民の健康づくり・スポーツへの関心度を高め、併せてハイレベルなアスリー

ト等と市民が交流することで、スポーツ技術の向上と市民スポーツ活動の活性化を図る事業です。また、

同時に江別市のイメージアップによる誘客、人的交流の進展を促し、シティプロモートに資することも

目的としています。

　市では、道外から合宿に訪れるスポーツ団体に対して、送迎サービスの提供、道立野幌総合運動公園

等の施設使用料の補助などの支援を行うとともに、江別の特産品を提供するなど、江別市のＰＲも行っ

ています。

◦令和 4 年度予算額　　２,４９１千円

スポーツ合宿誘致推進事業
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●●● 協働のまちづくりの推進 ●●●

　小中学生を対象として友好都市高知県土佐市と相互訪問に

よる交流事業を行い、他都市における歴史・文化・産業を学

ぶとともに、郷土を愛する心を育みます。

◦令和 4 年度予算額　　１,５１５千円

※ 令和 4 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により派

遣・受入は中止します。

小中学生国内交流研修事業

協働のまちづくりの推進

【08‐01（6）】友好都市等との交流の推進

　国際交流員を任用し、国際交流事業の企画・立案や市内在住外国人に対する各種情報の提供をはじめ、

学校教育事業への協力や地域住民の異文化理解のための交流活動への協力など、市内の国際理解の推進

を図ります。

◦令和 4 年度予算額　　３,７４４千円

国際交流情報提供事業

　姉妹都市である米国オレゴン州グレシャム市との姉妹都市提携45周年を記念した交流事業を実施し、

姉妹都市に対する理解を深めます。

◦令和 4 年度予算額　　５３０千円

姉妹都市提携45周年記念事業

　中学生を対象として、姉妹都市である米国オレゴン州グレ

シャム市との交流事業を行い、国際理解を高めながら、新し

い地域づくりの推進者としての資質の向上を図ります。

◦令和 4 年度予算額　　２,０２8千円

※ 令和 4 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により派

遣・受入は中止します。

中学生国際交流事業

国際交流の推進

【08‐02（2）】国際理解の推進
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